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⚫150℃で材料上に吸着し
たCO2をCOへと変換

⚫排ガスへの適合性確認

⚫高温が必要な既存ベン
チマークと同等の性能

工業排ガス由来の二酸化炭素を
複合材料上で吸着します。吸着し
た二酸化炭素は余剰電力などから
得た水素と反応することで、材料
上で部分還元化合物(一酸化炭素)
へと変換されます。
反応の駆動力として電場反応場を
活用することで、廃熱温度
(150℃)での資源化が可能となり、
高額設備の導入や多量のエネル
ギー消費を伴わない、低コスト・
省エネルギーなカーボンリサイク
ルが期待できます。

抜本的な二酸化炭素の
排出削減には、カーボン
リサイクルにおける回収
と資源化プロセスの省エ
ネルギー化が必須です。
本研究では、二酸化炭素
の回収と資源化を同時に
かつ低温(廃熱温度域で
ある150℃)で進行させる
ことのできる複合材料を
開発しました。
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吸着二酸化炭素を材料上でCOに変換するDual functional material

二酸化炭素を回収し有価物へ資源化するには、多量のエネルギー
が必要であり、抜本的に温室効果ガスの排出を抑制するためには、
この回収・資源化のプロセスの省エネルギー化が必要です。
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に着目し、さらに変換の駆

動力に電場反応場を用いる

ことで、既存ベンチマーク

を超えるCO生成速度を約40%

の消費電力で得ることに成

功しました。
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今後の達成すべき技術課題として、
①複合材料のさらなる性能向上（吸着量、変換速度、選択性）
②貴金属使用量低減・代替
③下流生成品である燃料や化成品を志向した研究開発
を想定しており、社会実装に向けて共同先を模索しています。

• 二酸化炭素の回収、資源化にご関心のある企業

• 本システムの実用化に向けた開発にご興味のある企業

• 本プロセスを利用した燃料、化学品製造にご興味のある企業
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